
そ
の
年
の
同
期
会
は
、
五
年
振
り
に
七
月
九
日
～
十
日
、

松
本
市
里
山
辺
の
美
ヶ
原
温
泉
郷
の
ホ
テ
ル
翔
峰
が
会
場

で
あ
っ
た
。
今
回
私
は
始
め
て
参
加
し
た
。
昭
和
三
十
五

年(

一
九
六
〇
年)

に
高
校
を
卒
業
し
た
同
期
生
、
卒
業
以

来
の
四
十
五
周
年
の
集
い
で
あ
る
。
卒
業
五
年
毎
に
開
催

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
今
迄
一
度
も
参
加
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
参
加
人
数
は
、
過
去
最
高
ら
し
く
、

卒
業
生
が
約
四
百
名
中
、
恩
師
含
め
て
百
名
程
が
集
ま
っ

た
。
郷
里
在
住
の
友
が
中
心
に
な
っ
て
、
定
年
後
郷
里
に

戻
っ
た
友
も
交
え
、
企
画
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。
約
一
割

の
四
十
名
弱
の
友
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
翌
十
日
は
、

『
安
曇
野
廻
り
』
の
バ
ス
観
光
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

私
は
目
下
、
安
曇
野
舞
台
に
し
て
、
昨
年
三
月
癌
で
急

逝
し
た
彫
刻
家
、
高
校
時
代
の
友
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
小

説
、
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
。
友
の
遺

作
、
特
に
「
瑠
璃
光
寺
」
の
「
十
一
面
観
音
菩
薩
像
」
を
、

こ
の
眼
で
事
前
に
ぜ
ひ
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。
私
の
Ｈ
Ｐ
安
曇
野
随
想
録
を
読
ん
で
戴
け

れ
ば
、
私
の
動
機
が
少
し
は
理
解
戴
け
る
か
と
思
う
。
更

に
拙
著
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
上
梓
の
際
に
、
小
説
舞
台
の

喫
茶
店
「
ま
る
も
」
の
オ
ー
ナ
新
田
貞
雄
氏
、
拙
著
配
本

の
鶴
林
堂
書
店
の
小
松
宏
江
社
長
に
、
色
々
と
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
、
松
本
で
ご
挨
拶
し
て
お
き
た
か
っ
た
。

八
日
早
朝
、
カ
ー
ナ
ビ
を
セ
ッ
ト
す
る
と
、
関
越
～
長

野
道
高
速
経
由
で
松
本
に
向
っ
た
。
行
程
約
四
時
間
程
で

十
時
頃
に
は
、
里
山
辺
の
姉
の
家
に
着
い
た
。
四
十
数
年

振
り
に
バ
ス
で
松
本
に
で
た
。
新
田
貞
雄
氏
に
は
、
電
話

で
予
め
連
絡
し
て
あ
っ
た
の
で
一
時
間
程
面
談
で
き
た
。

残
念
な
が
ら
、
持
参
の
菓
子
折
り
を
店
員
さ
ん
に
手
渡
し

た
だ
け
で
、
小
松
宏
江
氏
に
は
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
新
田
老
は
、
松
本
市
の
文
化
活
動
の
生
き
字
引
的
な

存
在
の
人
で
、
臨
死
体
験
し
て
生
き
返
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
が
、
九
十
歳
と
思
え
な
い
程
お
元
気
な
様
子
で
、

私
に
は
高
校
時
代
に
逢
っ
た
当
時
の
ま
ま
の
印
象
に
思
え

た
。
本
当
に
不
思
議
で
半
世
紀
も
変
ら
ぬ
、
奇
妙
な
人
で

あ
る
。
「
ま
る
も
」
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
松
本
民
芸
家

具
の
喫
茶
店
と
し
て
、
市
民
に
も
御
馴
染
で
あ
る
が
、
あ

の
場
所
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
曲
が
鳴
り
、
ま
し
て

新
田
老
が
、
タ
ン
ゴ
を
踊
っ
た
人
と
、
知
っ
て
居
る
者
が

果
た
し
て
何
人
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
て
っ
き
り
、
息

子
さ
ん
が
店
を
継
い
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
店
は

お
孫
さ
ん
の
経
営
で
あ
っ
た
。
息
子
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

女
性
と
結
婚
後
、
日
本
に
戻
っ
て
来
な
い
の
だ
と
聞
き
、

新
田
老
の
寂
し
さ
が
心
に
沁
み
た
。
今
度
来
松
の
折
に

「
ま
る
も
旅
館
」
に
泊
ま
っ
て
く
れ
と
懇
願
さ
れ
た
。
正

に
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
の
奇
妙
な
老
人
な
の
で
あ
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

実
は
、
今
回
の
松
本
行
き
に
は
も
う
一
つ
目
的
が
あ
っ

た
。
昔
の
同
人
雑
誌
「
え
ぞ
う
ぷ(

＝
イ
ソ
ッ
プ)

」
の
復

刊
で
あ
る
。
高
校
時
代
の
文
学
部
、
新
聞
部
、
交
友
誌
に

所
属
し
て
い
た
、
当
時
生
意
気
盛
り
の
友
人
六
人
で
、
同

人
誌
を
創
刊
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
、
拙
著
の
上
梓
が

縁
と
な
っ
て
、
往
時
の
同
人
Ｔ
君
と
ネ
ッ
ト
で
繋
が
る
こ

と
が
で
き
た
。
私
の
手
元
に
、
昔
の
「
え
ぞ
う
ぷ
」
が
無

か
っ
た
の
で
探
し
て
き
た
。
今
や
素
晴
し
い
Ｈ
Ｐ
の
管
理

人
で
も
あ
る
同
人
の
Ｔ
君
が
、
幸
い
保
存
し
て
い
た
同
人

誌
を
送
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
友
人
Ｔ
君
と
逢
う
こ
と
も
、

今
回
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。
私
個
人
と
し
て
は
、
可

能
な
ら
「
え
ぞ
う
ぷ
」
を
復
刊
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
同
人
誌
の
表
紙
を
描
い
た
絵
本
作
家
の

友
と
は
、
個
展
会
場
で
賛
意
を
得
て
い
た
。
松
本
に
い
る

他
の
仲
間
の
意
向
を
逢
っ
て
知
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｔ
君
と
は
、
新
田
老
と
の
面
談
時
に
も
同
席
し
て
も
ら
っ

た
。
私
と
新
田
老
と
の
弾
む
会
話
の
遣
り
取
り
を
、
不
思

議
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。
高
校
休
学
時
代
に
新
田
老
と
は
、

既
に
私
が
旧
知
の
中
で
あ
る
こ
と
を
、
Ｔ
君
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
三
十
歳
も
年
齢
の
離
れ
た
者
同
志
の
会
話

に
、
割
っ
て
入
れ
な
い
も
の
を
Ｔ
君
は
感
じ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
私
は
時
の
迫
る
の
も
忘
れ
る
位
で
あ
っ
た
。

著
名
な
源
智
の
井
戸
近
傍
に
住
む
、
元
同
人
で
熟
経
営

者
の
Ｍ
君
交
え
「
茶
か
」
で
三
人
で
昼
飯
を
食
べ
た
。
当

時
の
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、
「
え
ぞ
う
ぷ
」
復
刊
を
話
題

に
し
た
。
市
民
タ
イ
ム
ス
の
コ
ラ
ム
を
執
筆
中
で
松
本
文

化
人
の
一
人
Ｍ
君
も
賛
同
し
た
。
Ｔ
君
に
は
、
三
郷
村

「
瑠
璃
光
寺
」
と
、
松
本
女
鳥
羽
町
「
林
昌
寺
」
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
お
願
い
を
、
出
発
前
に
電
話
で
し
て
お

い
た
。
先
ず
「
林
昌
寺
」
に
立
寄
り
、
母
校
第
三
回
卒
先

輩
で
も
あ
る
二
十
三
代
川
上
一
應
住
職
に
来
意
を
告
げ
、

も
う
一
つ
の
「
十
一
面
観
音
菩
薩
像
」
を
拝
観
し
た
。
住

職
が
、
石
像
安
置
時
の
事
を
記
載
の
「
林
昌
寺
寺
報
」
の

コ
ピ
ー
を
く
れ
た
。
石
像
の
寄
進
者
は
、
明
治
九
年
開
校

開
智
小
学
校
の
建
設
の
大
工
棟
梁
と
縁
の
人
で
あ
っ
た
。

「
瑠
璃
光
寺
」
で
、
四
代
目
關
榮
淳
住
職
と
、
息
子
の

關
恒
明
副
住
職
と
面
談
し
た
。
鐘
楼
の
鐘
の
経
緯
、
寺
の

開
山
経
過
、
「
十
一
面
観
音
菩
薩
像
」
建
立
の
経
緯
も
取

材
で
き
た
。
小
説
で
は
彫
刻
家
は
仮
名
と
す
る
も
、
寺
名
、

住
職
名
を
実
名
で
執
筆
す
る
こ
と
の
了
解
を
得
た
。
大
王

わ
さ
び
農
園
に
、
彫
刻
家
の
友
の
初
期
五
作
品
が
あ
る
が
、

Ｔ
君
が
、
事
前
調
査
し
て
く
れ
て
い
て
案
内
し
て
く
れ
た
。

当
初
、
「
瑠
璃
光
寺
」
は
、
自
車
で
廻
る
予
定
に
し
て
い

た
の
だ
が
、
土
地
勘
の
な
い
私
で
は
果
た
し
て
、
取
材
成

果
を
上
げ
ら
れ
た
か
ど
う
か
判
ら
な
い
。
元
「
え
ぞ
う
ぷ
」

同
人
の
友
の
取
材
協
力
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
、
全
く
Ｔ
君

に
は
感
謝
の
言
葉
も
無
い
く
ら
い
で
あ
る
。

次
作
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
上
梓
や
「
え
ぞ
う
ぷ
」
復
刊

の
際
に
は
、
あ
と
が
き
の
謝
辞
に
、
Ｔ
君
の
協
力
の
こ
と

に
ぜ
ひ
触
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

了
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Ⅲ

平
成
十
七
年
七
月
十
七
日

「
え
ぞ
う
ぷ
」
復
刊

た
な
か
踏
基


